
ＮＩＲＳデータ解析プログラム ヘルプ 

 

本プログラムで利用できるのは、弊社ＮＩＲＳ測定器Ｈｂ１３－ｎ、Ｈｂ１３１、１３２、１３３ 

及び１３４で測定されたｃｓｖファイル及び、本プラグラムが出力したｃｓｖファイルのみです。 
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１．画面構成 

 

①処理結果表示エリア 

 表示モード、データモード、移動平均の設定に応じた処理の結果波形が表示されます。 

②生データ表示エリア 

 ＣＨ選択で選択されたチャンネルの生データ波形が表示されます。 

③加速度表示エリア 

 加速度データの波形が表示されます。 

 

２．メニュー 

２．１ ファイル 

 

 

２．１．１ 開く 

 ｃｓｖファイルを読み込みます。 

２．１．２ 処理結果の保存 

 処理結果波形をｃｓｖファイルへ出力します。 



２．１．３ 印刷設定 

 プリンター、用紙の設定を行います。 

２．１．４ 印刷 

 画面イメージを印刷します。 

２．１．５ 終了 

 プログラムを終了します。 

 

２．２表示 

 

 

２．２．１ 初期表示に戻す。 

 ドラッグしてスクロールや時間軸圧縮表示された状態を元に戻します。 

 

２．３ ヘルプ 

 

 

２．３．１ ヘルプ 

 このヘルプファイルを開きます。 

 

２．３．２ 情報 

 プログラムのバージョン情報を表示します。 

  



３．ファイル読み込み 

 

 

メニュー［ファイル（Ｆ）］［開く（Ｏ）］でｃｓｖファイルを選択すると、読み込んで 

波形が表示されます。 

 画面右上と左下には、読み込まれたデータの情報が表示されます。 

 処理結果表示エリアのグラフには、上に時刻、下に測定開始からの経過時間が表示されます。 

 

 処理結果ファイルを読み込むと、以下の様な表示になります。 



 

処理結果ファイルでは、表示モード、データモード、移動平均などの操作が不可となり、 

生データ波形も表示されません。 

 

４．表示データの選択 

 

 このチェックボックスがチェックされたデータが波形表示されます。 

 脳、表層のチェックを外すと、その右側の項目は全て非表示となります。 

 チェックボックスの文字色とそのデータの波形の色が対応しています。 

 

５．表示モード 

 

処理結果表示エリアの表示形式を指定します。 

 



 

 比較・・・ＣＨ毎の処理結果を重ねて表示。 

      ＣＨ選択で選択されたチャンネルがハイライトされ、その他のチャンネルは暗い色 

      で表示されます。 

      チェックが外されたチャンネルは、非表示となります。 

 

 

 加算平均・・・チャンネル間の加算平均に対する処理結果が表示されます。 

      ＣＨ選択でチェックが外されたチャンネルは、チャンネル間平均から除外されます。 

 

６．データモード 

 

処理結果表示エリアの微分処理あり／なしを選択します。 

微分を選択すると、移動平均後微分された波形を表示します。 



 

 

７．移動平均 

 

処理結果表示エリアの移動平均処理点数（なし～１１点）を選択します。 

 

８．倍率 

 

ＯＸＨＢ、ＤＸＨＢ、ＴＯＨＢ波形の表示倍率（×０．２５～×１６）を切り替えます。 

 

 

  



９．ＣＨ選択 

 

表示するチャンネルや、処理対象とするチャンネルを選択します。 

チェックボックスをチェックしたチャンネルが、比較表示で表示され、加算表示で加算平均対象となり

ます。 

ラジオボタンで選択されたチャンネルが、比較表示でハイライトされ、生データ表示エリアに表示され

ます。 

 

１０．ドラッグ操作 

処理結果表示エリアでドラッグ操作（左ボタン）を行うと、グラフの表示エリアを移動できます。 

 

  



中央のボタン（又は左右両ボタン）押しで水平方向ドラッグを行うと、時間軸が圧縮表示されます。 

 

 

処理結果表示エリアと生データ表示エリアの仕切りをドラッグ（左ボタン）すると、表示エリアの 

割合を変更できます。 

 

  



１１．リードアウト 

 生データ表示エリアをクリック（左ボタン）すると、その位置のデータを読み出せます。 

 ただし時間軸が圧縮表示されていない場合に限ります。 

 

 

１２．イベント表示 

 ｃｓｖファイルにイベント情報が記録されていれば、グラフに縦線が表示されます。 

 

 Ｒは、測定時の初期値リセット操作があった事を示します。 

 ｎ＞は、イベント開始を示します。（＜ｎはイベント終了） 

 

１３．脳血流動態分離技術（ＨＤＭＳ）の概要 

 脳血流動態分離技術（ＨＤＭＳ）は国立研究開発法人 産業技術総合研究所(以下、産総研と言う)が開

発したｆＮＩＲＳ(function Near-Infrared Spectroscopy) に関する技術です。 

ヒトとしての精神活動を司る部位は前頭前野と言われ、人格を形成している重要な部位です。この前頭

前野で繰り返される精神活動の挙動は、血液で運ばれるグルコースと酸素をエネルギー源としているた

め、消費される酸素を観察することで、間接的に精神活動(脳活動)を推定観察する技術がｆＮＩＲＳです。 

計測するため皮膚表面から近赤外光を照射しますが、照射した光は生体内に入り散乱を繰返し、一部は

生体内部の情報を孕んで皮膚表面に戻ってきます。皮膚表面に戻ってきた光を受光し解析することで、

内部の成分量を推定します。 



近赤外光は皮膚から脳表の組織を透過し、再度皮膚を経て受光されるため、2 度皮膚を透過します。 

そのため、生体内の情報以外に皮膚血流の影響を多分に受けていると推測されます。 

産総研では、計測した各ヘモグロビンデータを解析することで、純粋に「脳血量」の変化分と、「それ以

外」の成分に分離する技術を開発しました。 

「それ以外」の血量は、皮膚血流とは定義していません。詳しくは産総研の脳血流分離技術（ＨＤＭＳ）

を紹介するＷｅｂ－ｓｉｔｅを参照願います。 

https://unit.aist.go.jp/hiiri/nrehrg/download/index_02.html 

ＨＤＭＳ処理プログラムは、産総研の成果を弊社のユーザーが享受できる様に提供したいと考え、環境

を整備しｎｉｒｓ＿ｄａｔａ＿ｖｉｅｗｅｒ（単にＶｉｅｗｅｒと言う）に搭載しました。 

弊社と産総研は当該技術を、当社製Ｖｉｅｗｅｒに搭載しユーザーに無償配布することに合意し許諾契

約を交わしました。 

 

１４．準 備 

脳血流分離技術（ＨＤＭＳ）はソフトウェアです。「ＭＡＴＬＡＢ」の関数を使用しているため、ＭＡＴ

ＬＡＢのＲＵＮＴＩＭＥを、使用するＰＣにインストールする必要があります。 

その手順をお知らせします。 

ＨＤＭＳ処理はＵＳＢキー（有償）を挿入することで可能になりますので、当社のＷｅｂ－Ｓｉｔｅの

「お問い合わせ」から、送り先を記入して「ＨＤＭＳアクティベイトキー」のご注文をお願いします。 

ＭＡＴＬＡＢの販売元のｍａｔｈｗｏｒｋｓ社サイトにアクセスし 

https://jp.mathworks.com/products/compiler/matlab-runtime.html?s_tid=srchtitle_runtime_1 

ＭＡＴＬＡＢ ＲＵＮＴＩＭＥ Ｒ２０１６ａ（９．０．１）をインストールしてください。 

当社サイトからｎｉｒｓ＿ｄａｔａ＿ｖｉｅｗｅｒ ｖｅｒ２．１以降をインストールしてください。 

  https://astem-jp.com/download/ 

 

１５．処 理 

１５．１ データ処理可能な機種及び測定項目 

処理可能なデータ(機種)は、以下の機種で測定した酸素化ヘモグロビン（ＯＸＨＢ）、脱酸素化ヘモグ

ロビン（ＤＸＨＢ）です。 

   Ｈｂ１３－ｎ（ｎ＝１～８） 

    Ｈｂ１３１Ｓ 

    Ｈｂ１３３ 

    Ｈｂ１３４ 

   Ｈｂ１３－ｎタイプのデータ形式は他のＨｂ１３１Ｓ、Ｈｂ１３３、Ｈｂ１３４と異なるため、デ

ータの読み込み方法は他とは異なりますので次項にて説明します。 

１５．２ Ｈｂ１３－ｎのデータ読込み 

   データは１ｃｈ毎に読み込みます。 

   メニュー[ファイル（Ｆ）][開く（Ｏ）]でｃｓｖファイルを選択し、読み込んで波形が表示されま

す。 

https://unit.aist.go.jp/hiiri/nrehrg/download/index_02.html
https://jp.mathworks.com/products/compiler/matlab-runtime.html?s_tid=srchtitle_runtime_1
https://astem-jp.com/download/


   続けて２ｃｈのデータを読み込む場合メニュー[ファイル（Ｆ）][追加読み込み（Ａ）]で次に読 

み込むファイルを選択します。 

続けて同様に行い、最大 8 つのファイルを読み込むことが可能です。 

１５．３ Ｈｂ１３－ｎ以外の機種で取得したデータの読み込み 

   メニュー[ファイル（Ｆ）][開く（Ｏ）]でｃｓｖファイルを選択することで、 

Ｈｂ１３１Ｓの場合、４ｃｈデータ 

Ｈｂ１３３、Ｈｂ１３４の場合、２ｃｈデータ 

１５．４ 脳血流動態分離処理（ＨＤＭＳ） 

   メニュー[処理（Ｐ）][血流分離（Ｈ）]を選択することで、ダウンロードされたｃｓｖファイルに

対してＨＤＭＳ処理を実行します。 

   この処理はＰＣに搭載されているＣＰＵやメモリ容量などにより処理時間が左右されます。 

   処理結果は処理結果ウィンドーに表示されます。次図参照。 

         

    

 

 

ＨＤＭＳ処理の実行 



         

 

      ＨＤＭＳ処理を実行することで、設定欄に以下の項目が追加表示されます。 

      ☐脳以外 ☐ＯＸＨＢ ☐ＤＸＨＢ  ☐元データ 

   

１６．元データ 

 ＨＤＭＳ処理は各ファイルのＯＸＨＢ、ＤＸＨＢに対して処理します。 

 その際、処理前のデータと比較をするため、処理前の元データを表示できます。 

 元データのトレンドは濃緑で表示されます。 

 処理結果トレンドは、該当するアイテムのカラーで表示されます。 

 

 

元データ 

処理結果 
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